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J
a
p
a
n 

T
a
x
i
（
本
社  

東

京
都
千
代
田
区
）
で
は
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
本
社  

東
京
都

千
代
田
区
）
が
提
供
す
る
Io
T
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
『
t
e
p
c
o
t
t
a

（
テ
プ
コ
ッ
タ
）』
の
「
動
く
基
地
局
」

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
を
活
用
す
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
。
９
月
7
日
よ
り
東

京
都
渋
谷
区
を
中
心
に
本
格
運
用
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
『
テ
プ
コ
ッ

タ
』
は
、
福
岡
市
に
本
社
を
持
つ

o
t
t
a（
オ
ッ
タ
）の
「
ビ
ー
コ
ン

（
電
波
受
発
信
器
）」
を
搭
載
し
た
専

用
携
帯
端
末
を
持
つ
「
高
齢
者
や
子

ど
も
（
＝
見
守
り
対
象
者
）」
の
位
置

情
報
履
歴
を
、
家
族
や
保
護
者
な
ど

が
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
基
地
局

付
近
を
「
見
守
り
対
象
者
」
が
通
過

し
た
場
合
に
、
メ
ー
ル
や
専
用
ア
プ

リ
で
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
が
、
今
回
、
こ
の
基
地
局
と
し

て
「
移
動
す
る
タ
ク
シ
ー
」
に
着
目

し
た
。

　
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ
『
全
国
タ

ク
シ
ー
』を
展
開
す
る
J
a
p
an

Ta
x
i
が
、
日
本
交
通
（
本
社 

東

京
都
千
代
田
区
）
が
運
営
す
る
約

4
1
0
0
台
の
タ
ク
シ
ー
に
『
テ
プ

コ
ッ
タ
』
の
携
帯
端
末
を
検
知
す
る

ア
プ
リ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
首
都

圏
を
中
心
に
稼
働
す
る
約
4
1
0
0

台
の
タ
ク
シ
ー
が
「
動
く
基
地
局
」

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
公
共
・
民

間
の
様
々
な
施
設
に
す
で
に
設
置
さ

れ
て
い
る
固
定
基
地
局
と
あ
わ
せ
て
、

よ
り
き
め
細
か
い
見
守
り
網
が
強
化

さ
れ
た
か
た
ち
と
な
る
。

　
こ
の
「
動
く
基
地
局
」
に
つ
い
て

は
、
2
0
1
7
年
7
月
末
か
ら
順

次
タ
ク
シ
ー
に
ア
プ
リ
が
導
入
さ
れ

て
検
証
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
す

で
に
ア
プ
リ
搭
載
タ
ク
シ
ー
が
「
約

5
0
0
0
回
以
上
」、
ビ
ー
コ
ン
電

波
を
受
信
し
て
い
る
実
績
を
も
つ
に

至
っ
て
い
る
と
い
う
。

首
都
圏
タ
ク
シ
ー
が「
動
く
見
守
り
基
地
局
」に

約
４
１
０
０
台
が
見
守
り
サ
ー
ビ
ス『
テ
プ
コ
ッ
タ
』の
移
動
基
地
局
と
し
て
活
躍
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延
ば
そ
う

健
康
寿
命

─
─「
高
齢
者
の
睡
眠
」
に
関
し

て
、
ま
ず
は
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
か
？

古
賀　

高
齢
者
の
睡
眠
の
特
徴

と
し
て
は「
睡
眠
力
」が
弱
ま
り
、

睡
眠
の
質
が
低
下
し
が
ち
な
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、
若
い
人
に
比
べ
て
ち

ょ
っ
と
し
た
物
音
で
も
目
が
覚
め

て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た
、
一
度
目

覚
め
て
し
ま
う
と
再
び
入
眠
す
る

の
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
注

意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
自
分
に

合
っ
た
睡
眠
環
境
を
調
え
て
、
よ

り
良
質
な
睡
眠
を
心
が
け
る
こ
と

で
す
。

─
─
良
質
な
睡
眠
の
た
め
の
環

境
と
は
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
状
態

で
し
ょ
う
か
。

古
賀　

こ
ち
ら
も
個
人
差
は
あ

る
も
の
の
、
や
は
り
入
眠
に
適
し

た
環
境
と
な
る
と
、
照
明
な
ど
は

な
る
べ
く
消
灯
し
て
、
物
音
の
し

な
い
静
か
な
場
所
が
好
ま
し
い
で

す
。
前
述
の
通
り
特
に
高
齢
者
の

場
合
、
眠
り
が
浅
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
、
や
は
り
静
か
な
環
境
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
目
覚
ま
し

時
計
や
壁
掛
け
時
計
な
ど
の
秒

針
の
音
が
気
に
な
っ
て
い
た
り
す

る
と
、
眠
り
が
浅
く
な
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
場
合
は
音
の
出
な

い
も
の
に
取
り
換
え
る
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
体
内
時
計
」

が
う
ま
く
作
動
す
る
よ
う
に
、

入
眠
時
の
部
屋
は
暗
め
に
し
て
、

目
覚
め
た
時
に
は
朝
の
光
を
浴

び
る
と
「
朝
が
き
た
」
と
い
う

ス
イ
ッ
チ
が
ス
ム
ー
ズ
に
オ
ン

に
な
り
ま
す
。

──
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
、
不

眠
症
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
る
と

聞
き
ま
す
が
。

古
賀　

高
齢
に
な
る
と
生
活
サ

イ
ク
ル
が
変
わ
っ
て
、
例
え
ば
何

も
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
早
く
寝

て
し
ま
っ
た
り
、
昼
寝
を
す
る
時

間
が
長
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

う
す
る
と
当
然
、
早
く
目
が
覚
め

た
り
、
夜
眠
り
に
つ
け
な
か
っ
た

り
す
る
。
そ
れ
で
焦
っ
て
余
計
眠

れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
「
負
の
連

鎖
」
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
単
に
睡
眠
の
時
間
帯

が
変
化
し
た
だ
け
の
こ
と
な
の

で
、
あ
ま
り
深
刻
に
な
ら
ず
に
、

自
然
に
眠
く
な
る
の
を
待
つ
の
も

解
決
法
で
す
。
加
齢
と
と
も
に
自

分
に
あ
っ
た
睡
眠
を
研
究
す
る
の

も
問
題
解
決
の
近
道
で
す
ね
。

自分の生活サイクルを把握
眠れなくても焦らない
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J
ap
an 

Ta
x
i
／
東
京
電
力
Ｈ
D
／
o
t
t
a
／
日
本
交
通

睡眠の専門家にきく『高齢者と睡眠』

日本栄養睡眠改善協会・古賀晶子代表に質問

一般社団法人
日本栄養睡眠改善協会

古
こ が

賀 晶
あ き こ

子 代表理事
（筆名：村井美月）

http://eiyo-suimin.jp

PROFILE

◎首都圏を中心に約4,100台のタクシーが「動く基地局」となった。
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ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
と
ヤ
マ
ト
運
輸
（
本
社 

と
も
に
東
京
都
中
央
区
）
で

は
、
広
島
県
（
庁
舎 

広
島

市
中
区
）
と
の
間
で
『
包
括

的
連
携
に
関
す
る
協
定
』
を

締
結
、
8
月
29
日（
火
）
に

締
結
式
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
協
定
で
は
、
広
島

県
地
域
の
活
性
化
と
県
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
両
者
の
緊
密
な
相
互

連
携
と
協
働
に
よ
る
取
り
組

み
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て

は
、
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
社
員

が
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
』
を
受
講
し
て
、
配

達
時
に
地
域
高
齢
者
へ
の
声

か
け
な
ど
を
行
な
う
「
見
守

り
活
動
」
を
は
じ
め
、「
県

政
情
報
の
発
信・観
光
振
興
」

「
県
産
品
の
販
売
促
進
」「
地

域
防
災
」「
地
域
の
安
全
・

安
心
」「
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援
・
青
少
年
育
成
」

「
教
育
の
振
興
に
関
す
る
こ

と
」「
高
齢
者
支
援
・
障
が

い
者
支
援
」「
環
境
対
策
」「
県

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域

社
会
の
活
性
化
」
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

広島県とヤマト運輸が「高齢者見守り」などで協定締結
県内の観光振興や県産品販売促進なども相互連携：広島県×ヤマト運輸

「食」を真剣に考えるひとのための資格 ！

●生産、流通、販売などの現場で　●医療、福祉などの現場で
●飲食の現場で　　　　　　　　●学校、家庭などで

　

難
聴
の
お
父
さ
ん
が
入
院
す
る
こ
と

に
な
っ
た
折
笠
道
子
さ
ん
。
少
々
困
っ

た
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

　

老
人
介
護
の
現
場
な
ど
、
難
聴
の
人

と
の
会
話
は
、
大
声
を
上
げ
て
会
話
す

る
の
も
大
変
で
す
。
し
か
も
、
病
室
に

は
、
ほ
か
の
患
者
さ
ん
も
い
る
た
め
、

話
の
内
容
も
筒
抜
け
に
な
り
恥
ず
か
し

い
も
の
で
す
。
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
の
場

合
は
、
と
て
も
迷
惑
に
な
る
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

と
っ
さ
に
、
新
聞
紙
を
メ
ガ
ホ
ン
状

に
丸
め
、
細
い
方
を
、
難
聴
者
の
耳
へ

あ
て
、
も
う
一
方
の
太
い
ほ
う
か
ら
声

を
出
し
て
、
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
変

よ
く
通
じ
る
こ
と
を
発
見
。
し
か
し
音

が
漏
れ
て
具
合
が
悪
い
。
あ
れ
こ
れ
考

え
て
い
る
時
に
、
た
ま
た
ま
回
診
に
来

ら
れ
た
先
生
の
首
に
か
け
ら
れ
て
い
た

「
聴
診
器
」
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

　

音
声
を
効
率
よ
く
伝
え
る
た
め
に

は
、
病
院
で
見
か
け
る
聴
診
器
の
よ
う

に
声
を
伝
え
つ
つ
、
外
か
ら
の
音
も
防

ぐ
構
造
が
、
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
発

見
。

　

早
速
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、

色
々
な
大
き
さ
の
チ
ュ
ー
ブ
を
買
っ
て

研
究
の
結
果
、
原
型
が
完
成
。
お
父
さ

ん
に
試
し
て
み
る
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ

ど
良
く
聞
こ
え
、
雑
音
が
一
切
入
ら
ず

結
果
は
大
成
功
。
小
声
で
会
話
が
で
き
、

遠
慮
な
く
話
せ
て
楽
し
く
会
話
を
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
発
明
し
た
の
が
、

ゴ
ム
管
と
会
話
口
、
耳
あ
て
を
組
み
合

わ
せ
た
、
ゴ
ム
管
式
の
難
聴
用
補
聴
器

具
『
ハ
ロ
ー
愛
ホ
ー
ン
』
で
す
。

　

通
常
の
補
聴
器
は
、
会
話
の
相
手
の

声
だ
け
で
な
く
、
雑
音
な
ど
の
周
囲
の

音
を
す
べ
て
拾
い
、
機
械
で
電
気
的
に

増
幅
し
て
し
ま
う
た
め
、「
ピ
ー
ピ
ー
」

鳴
っ
て
、
難
聴
者
に
と
っ
て
は
大
変
苦

痛
で
す
。

　

し
か
し
、
ハ
ロ
ー
愛
ホ
ー
ン
を
使
う

と
、
会
話
の
相
手
の
声
だ
け
を
集
め
、

大
き
な
音
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
大
変
聞
こ
え
や
す
い
と
評
判
の
発

明
品
で
す
。（
文
・
松
野
泰
明
）

当コーナーでは、一般の方による「情熱の発明品」を紹介します。テーマはズ
バリ『介護予防』。それと並行してシニアにやさしい「なるほどアイテム」をピッ
クアップします！掲載された商品に興味のある方は下記までご一報ください。

ゴム管補聴器『ハロー愛ホーン』
発明のヒントはお医者さんの『聴診器』……第2回

◎会話の相手の声だけを集めてくれるから、
雑音も気になりません。アナログ仕様のやさ
しい発明アイテムです。

【考案者】折笠 道子 さん
（発明学会会員）

情熱の発明商品・発掘プロジェクト

介護予防『なるほどアイテム』を探せ

〈この商品のお問い合わせは〉

一般社団法人 発明学会   発明アドバイザー 松野KJ係 まで
東京都新宿区余丁町７番１号  発明学会ビル
☎ 03（5366）8811  y-matsuno@hatsumei.or.jp

発明ガイドブック

「発明ライフ・入門」（希望者は下記まで）

無料プレゼント！

ピーピー鳴らない
アナログのあたたかみ
やさしく聴こえます

▲締結式の模様。キャラクタに囲まれた 3 名中央が
湯﨑広島県知事。
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家
族
の
見
守
り
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

『
B
O
C
C
O
』
を
展
開
す

る
ユ
カ
イ
工
学
（
本
社 
東

京
都
新
宿
区
）
で
は
こ
の
ほ

ど
、『
光
B
O
C
C
O
』
の

提
供
を
開
始
し
た
。

　
『
光
B
O
C
C
O
』と
は
、

ユ
カ
イ
工
学
と
N
T
T
東

日
本
・
西
日
本
が
提
供
す
る

「
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
」
を
あ
つ
か
う
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
提
供
事
業

者
と
の
提
携
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
光
回
線
（
ネ
ッ

ト
回
線
）と『
B
O
C
C
O
』

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
提
供

さ
れ
る
と
い
う
も
の
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ボ
ッ
ト
『
B
O
C
C
O
』

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
、
家
族
間
の
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ア
イ

テ
ム
。
ネ
ッ
ト
回
線
が
と

と
の
っ
て
い
な
い
環
境

で
は
使
用
が
で
き
な
い
点

が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
今

回
の
『
光
B
O
C
C
O
』

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ネ
ッ
ト

回
線
の
契
約
と
と
も
に

『
B
O
C
C
O
』
が
1
台
進

呈
さ
れ
る
と
い
う
。

　
遠
方
に
住
む
両
親
の
安
否

が
心
配
だ
が
、
ネ
ッ
ト
環

境
が
な
い
た
め
こ
う
し
た
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
な
ど
に

は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
き
っ
か

け
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 　

『
B
O
C
C
O
』
は
、
外

出
先
か
ら
ド
ア
や
鍵
の
開

閉
が
分
か
る
な
ど
の
宅
内

に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー

（
各
種
セ
ン
サ
ー
は
オ
プ

シ
ョ
ン
）
の
情
報
と
連
動

し
て
ス
マ
ホ
に
通
知
し
た

り
、
家
族
間
で
の
音
声

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と

り
が
で
き
る
な
ど
、
自
然

で
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
を

実
現
し
て
く
れ
る
見
守
り

ロ
ボ
ッ
ト
。

見
守
り
ロ
ボ
と
ネ
ッ
ト
環
境
が
セ
ッ
ト
に

ネ
ッ
ト
契
約
と
と
も
に『
B
O
C
C
O
』が
進
呈
さ
れ
る『
光
B
O
C
C
O
』開
始

ユ
カ
イ
工
学　

年
齢
と
と
も
に
転
び
や
す
く
な

り
、
そ
の
結
果
骨
折
し
て
寝
込
ん

で
し
ま
う
、
さ
ら
に
は
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
問
題

は
シ
ニ
ア
の
方
な
ら
よ
く
ご
存
じ

で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
ま

ず
は
転
ば
な
い
よ
う
な
筋
肉
を
付

け
る
た
め
の
運
動
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
転
ん
で
も
簡

単
に
は
骨
折
し
な
い
よ
う
な「
骨
」

を
作
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

  

「
骨
」
を
作
る
に
は
食
事
か
ら
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
プ
リ
で
補

う
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で

す
。
今
回
は
そ
ん
な
サ
プ
リ
の

中
か
ら
新
商
品
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
名
も
『
骨
美
人
』。

　

厚
生
労
働
省
の
「
日
本
人
の
食

事
摂
取
基
準
（
2
0
1
5
年
版
）」

に
よ
る
と
日
本
人
が
１
日
あ
た
り

摂
取
す
べ
き
カ
ル
シ
ウ
ム
推
奨
量

は
、
15
歳
～
29
歳
で
8
0
0
m
g
、

30
歳
～
49
歳
で
6
5
0
m
g
、
50

歳
以
上
で
7
0
0
m
g
だ
そ
う
で

す
（
こ
の
量
は
男
性
で
、
女
性
は

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
6
5
0
m
g

で
す
）。
で
も
な
か
な
か
摂
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　
『
骨
美
人
』
は
「
骨
」
だ
け
で

な
く
、
多
角
的
に
健
康
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
い
う
の
が
特
徴
の
よ

う
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
・
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
の
７
つ
の
栄
養
機
能

食
品
の
他
に
、
骨
密
度
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
骨こ

つ
さ
い
ほ

砕
補
エ
キ
ス
」、
パ

ワ
フ
ル
な
毎
日
の
た
め
の
「
Ｈ
Ｍ

Ｂ
カ
ル
シ
ウ
ム
」、
な
ど
を
配
合
、

「
骨
」
と
「
筋
肉
」
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
成
分
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

合
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
に
嬉
し
い
味
方

元
気
シ
ニ
ア
の
掘
り
出
し
ア
イ
テ
ム

ブレーンモンジュ・林野 均の 「 シニア〝萬〟遊記」

Author／
林野 均（はやしのひとし）
プランニング・ブレーン・モンジュ代表。
一般社団法人 日本元気シニア総研
研究委員。

『元気シニアビジネスアドバイザー』
資格を取得後、元気シニア総研研究委
員として、シニア向け商品やサービス
の取材を「自らのシニア目線」で精力
的に行なっている。
http://genkisenior.com

『生活相談員』日曜集中講座開講

【日時】2017年9月24日（日）10：00～18：30【受講料】15,000円（税込）
【会場】八重洲会場（八重洲口会館 B2）【講師】浜 洋子（NPO法人 福祉コミュニティ大田）
【申込】事務局：株式会社スリービーンズ（080-5504-8235）

デイサービス生活相談員ネットワーク

介護事業所のキーパーソン

　デイサービス生活相談員ネットワーク（東
京都北区）では、『介護事業所の生活相談員・
日曜集中講座』を以下の日程で実施する。 
　デイサービスなどの介護事業所への配
置が義務付けられている職種『生活相談
員』について、その基本業務から付随業
務まで、一連の業務の流れを総合的に学

べる講座として開講する。
 「介護のPDCA（計画・実行・評価・改善）
に伴う書類管理と書き方のポイントなど、
事例を示しながら分かり易く説明します。
少人数制で、個別の質問にも対応します。
日頃の悩みが解消されて、自信がつく講
座です」（同講座主催者） 　

購入はオンラインショップが基本。定期
購入の場合には割引特典もあるようです。
詳細は公式ネットでご覧下さい。
http://www.honebijin.co.jp/
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ナ
リ
ス
化
粧
品
（
本
社 

大
阪
市
福
島
区
）
の
設
立
に

よ
る
日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ

ス
ト
協
会
（
谷 

都
美
子
代

表
理
事
）
で
は
、
介
護
や
健

康
寿
命
の
延
伸
に
「
美
容
」

を
取
り
入
れ
た
『
ビ
ュ
ー

テ
ィ
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ス
ト
』

の
育
成
を
展
開
中
だ
が
、
こ

の
9
月
よ
り
本
資
格
の
「
秋

の
講
座
」が
順
次
開
講
す
る
。

　

本
講
座
は
こ
の
秋
よ
り

新
た
に
「
札
幌
」
で
の
講

座
が
加
わ
る
こ
と
で
全
国

展
開
と
な
り
、
9
月
末
に

は
「
認
定
セ
ラ
ピ
ス
ト
」
が

1
0
0
0
名
を
超
え
る
見

込
み
だ
と
い
う
。

　
同
協
会
で
は
、
従
来
の
高

齢
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

は
一
線
を
画
す
か
た
ち
で
、

「
高
齢
者
の
自
立
支
援
に
よ

り
、
生
活
の
質
を
上
げ
る
こ

と
や
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

た
活
動
」
を
精
力
的
に
行

な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
化
粧
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
う
つ

症
状
の
改
善
」
が
確
認
さ
れ

る
な
ど
、
豊
か
な
人
間
関
係

の
構
築
に
繋
が
っ
て
い
る
好

例
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

　

い
つ
ま
で
も
美
し
く
あ

り
た
い
と
い
う
女
性
の
自

尊
心
を
尊
重
す
る
こ
と
や
、

高
齢
に
な
っ
て
も
新
し
い

自
分
を
発
見
し
て
も
ら
う

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
主

に
介
護
士
や
看
護
師
の
キ
ャ

リ
ア
を
も
つ
ユ
ー
ザ
ー
が
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
ス
キ
ル
と

し
て
受
講
し
た
り
、
美
容
の

仕
事
に
関
わ
り
の
あ
る
人
が

新
し
い
分
野
開
拓
を
目
指
し

て
受
講
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
を

中
心
に
、
受
講
者
層
が
拡
大

し
て
い
る
。

─
─
大
高
さ
ん
は
「
記
憶
力
」

に
つ
い
て
、
ご
自
身
は
よ
い
方

だ
と
思
い
ま
す
か
。

大
高　

い
い
え
。
決
し
て
よ
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
日
常
会
話

の
な
か
で
も
「
そ
の
話
こ
の
前

聞
い
た
よ
」
な
ど
と
相
手
に
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す（
笑
）。
た
だ
、
不
思
議
な

こ
と
に
舞
台
の
台
詞
に
つ
い
て

は
、
も
の
す
ご
い
瞬
発
力
で
イ

ン
プ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
で
、
台

本
を
覚
え
る
こ
と
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
苦

に
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

─
─
今
回
主
役
を
務

め
ら
れ
る
舞
台
の
上

演
時
間
は
約
２
時
間

と
の
こ
と
で
す
が
、

台
詞
を
覚
え
る
の
に

ど
の
く
ら
い
の

時
間
を
か
け
る

の
で
す
か
？

大
高　

今
回
の

舞
台
に
つ
い
て

は
、
前
月
に
別

の
公
演
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
被
ら
な

い
よ
う
に
加
減

し
な
が
ら
本
作

品
の
台
本
を
読

み
は
じ
め
て
、

１
〜
２
日
で
台

詞
を
頭
に
入
れ

て
か
ら
、
20
日

間
ほ
ど
で
皆
で
組
み
上
げ
、
仕

上
げ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

──
私
た
ち
「
観
客
サ
イ
ド
」
か

ら
す
る
と
、
役
者
さ
ん
が
台
詞

を
覚
え
る
と
い
う
作
業
は
途
方

も
な
く
特
殊
な
ス
キ
ル
に
感
じ

る
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
イ

ン
プ
ッ
ト
し
て
ゆ
く
の
で
す
か
。

大
高　

台
詞
の
覚
え
方
は
役
者

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
方
法

は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
場
合
は
カ
ラ
ダ
を
動
か
し
な

が
ら
覚
え
る
の
が
一
番
い
い
よ

う
で
す
。
特
に
「
歩
き
な
が
ら
」

と
い
う
の
が
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
、
そ
れ
も
深

夜
に
台
本
を
片
手
に
辺
り
を
徘

徊
し
て
い
ま
す
。
近
所
か
ら
は

相
当
怪
し
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
よ（
笑
）。

──
記
憶
容
量
と
し
て
、『
も
う

こ
れ
以
上
の
台
詞
は
覚
え
ら
れ

な
い
』
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

大
高　

そ
の
時
々
で
取
り
組
ん

で
い
る
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の

よ
う
に
感
じ
た
こ
と
は
な
い
で

す
ね
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
の
作

品
が
終
わ
る
と
、自
分
で
も
び
っ

く
り
す
る
く
ら
い
、
す
べ
て
を

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す（
笑
）。
頭

の
中
が
完
全
ゼ
ロ
ク
リ
ア
さ
れ

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
そ
の
お

か
げ
で
短
期
間
で
も
イ
ン
プ
ッ

ト
で
き
る
瞬
発
力
が
発
揮
で
き

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

──
今
回
の
作
品
に
込
め
る
思

い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
高　

今
年
で
役
者
活
動
を
始

め
て
「
10
年
」
と
い
う
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て

こ
の
『
シ
ア
ト
ル
劇
団
子
』
で

芝
居
が
で
き
る
喜
び
を
か
み
し

め
て
い
ま
す
。
石
山
主
宰
は
師

匠
で
あ
り
、
兄
で
あ
り
、
父
で

も
あ
り
、
そ
し
て
劇
団
は
「
家
」

そ
の
も
の
で
あ
り
、
団
員
は
家

族
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
そ
う

し
た
環
境
で
立
て
る
舞
台
に
感

謝
し
て
、そ
れ
こ
そ
皆
様
の
「
記

憶
」
に
い
つ
ま
で
も
残
る
作
品

と
な
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

Theatre 劇団子

大高雄一郎さん

■Theatre劇団子：第32回公演

『ジェットコースターが終われば』

『もし心残りがあるなら──』お前の人生を振り返る
時間旅行に連れてってやるぜ？

2017年11月1日（水）〜5日（日）シアター風姿花伝（東京都新宿区）
http://gekidango.jp（「劇団子」で検索）

INFORMATION

「
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
を
追
求
す
る
正
統
派
老
舗

劇
団
『
シ
ア
ト
ル
劇
団
子
』（
石
山
英
憲
主
宰
）
に
よ
る
第
32
回
公
演
『
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
が
終
わ
れ
ば
』が
、
今
秋
11
月
１
日
よ
り
開
幕
す
る
。
舞
台
演
劇
は
ま

さ
に
「
ラ
イ
ブ
」。
大
勢
の
観
客
を
前
に
行
わ
れ
る
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
一
言

一
句
た
が
う
こ
と
な
く
繰
り
出
さ
れ
る
「
台
詞
」
の
妙
味
や
緊
張
感
が
そ
の
魅
力

の
ひ
と
つ
だ
が
、
今
回
小
紙
で
は
そ
れ
を
覚
え
る
役
者
さ
ん
の
「
記
憶
力
」
に
着

目
し
た
。
本
公
演
で
主
役
を
担
う
大
高
雄
一
郎
さ
ん（
29
）に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

台
詞
の
覚
え
方
や
、
役
者
さ
ん
と
記
憶
力
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

記
憶
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
で

瞬
発
的
な
イ
ン
プ
ッ
ト
力
を
発
揮

役
者
さ
ん
に
聞
い
た
「
台
詞
」イ
ン
プ
ッ
ト
の
コ
ツ

い
く
つ
に
な
っ
て
も「
美
し
く
あ
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
尊
重

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
秋
の
講
座
が
開
講
／
日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会

◎美の追求に年齢制限はない。


